
令和5年度　十和田火山に関する説明会

0

～　自分や大事な人を守るために　～
十和田市総務部総務課防災危機管理室

避難計画のポイントについて
（十和田市）

十和田火山避難計画（小規模噴火の場合）

令和５年３月２２日策定

令和５年４月２５日



１.十和田火山とは

　十和田火山は、平安時代（古文書によると西暦
９１５年）に日本の有史上最大規模の噴火が発
生しており、そのような大規模な噴火が、再び発生
した場合、青森県民だけでも、約３４万人が避難
対象となり、県境を越えた避難対策等を講じなけれ
ばならないことが想定されている。 

　気象庁では、火山のうち「火山防災のために監
視・観測体制の充実等が必要な火山（常時観測
火山）」として、２４時間体制で監視・観測を行っ
ている。  
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（資料）青森県ホームページ　十和田火山防災協議会より抜粋
ポイント！ 下線部分



２．避難計画作成の目的について 
　十和田火山は、通常であれば、順番に噴火レ
ベルが上がっていくことが想定されますが、この宇
樽部、休屋地区では、噴火口近くに居住地域
や観光施設等があり、突発的な噴火の際は、高
齢者等避難から避難指示等への段階的な避難
情報を発令できません。十分な避難時間を確保
できない可能性が高く、噴火発生がひっ迫した場
合の対応について、避難計画として整理するもの。
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ポイント！

　噴火口近くに居住地域や観光施設等がある。

　十分な避難時間を確保できない可能性が高い。



3．小規模噴火による影響範囲
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ポイント！

　想定噴火口範囲
内に、休屋地区の
全部、及び宇樽部
地区の一部が入っ
ている。

　大きな噴石の影響
範囲に、休屋・宇樽
部・子ノ口地区の全
地区が入っている。
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4.十和田火山の噴火警戒レベル
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ポイント！

　噴火警戒レベル1の
次はレベル4・レベル5

(レベル2及び3は、
火山活動が高まって
いく段階では使用し
ません。)

　噴火口近くに居住
地域や観光施設等
があり、十分な避難
時間を確保できない
可能性が高いことを
示している。



6

５.避難手段

　避難手段は、原則として自家用車による
自力避難、もしくは相互の乗り合いによる
避難となります。



６.十和田火山における火口位置の想定
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　十和田火山における火口位置については、複
数の場所で噴火した実績があるため、想定火口
位置を、中湖、西側、東側と想定する。

　避難に使用する避
難経路は、火口の位
置で異なります。また、
冬期閉鎖される道路
もあることから、「冬期
以外」と「冬期」　で
異なります。 

な　か　の　う　み



７.防災行政無線・防災ラジオ等での周知について
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【火口の位置が中湖で、冬期以外の場合】 
　＜防災行政無線等による周知及び緊急時におけるメールの内容(例)＞ 
 　実際の放送を

お聞きください。

防災ラジオ

　こちらは、十和田市役所です。 
　本日、午後１時30分、十和田火山に臨時の火
山の状況に関する解説情報が発表されました。 
　これにより、宇樽部及び休屋地区に高齢者等
避難を発令します。　　　　　　　　　　　 
　なお、噴火の火口位置は中湖周辺と思われま
す。宇樽部地区の高齢者等は、国道454号を利
用して新郷・五戸方面へ、休屋地区の高齢者等
は、国道103号（又は秋田県道２号大館十和田
湖線）を利用して秋田方面へ直ちに避難してく
ださい。 
　また、観光客等の皆様は、警察、消防等の指
示に従い、想定火口範囲内及び想定火口範囲か
ら４ｋｍ圏外への避難をお願いします。 



８.避難経路(火口が中湖-冬期以外)
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な か の う み

ポイント！

●発荷峠
はっかとうげ

●宇樽部
うたるべ

子ノ口●
ねのくち

●和井内
わいない ●休屋

やすみや

●鉛山
なまりやま

●御鼻部山
おはなべやま

御門石●
ごもんいし

滝ノ沢峠
●

たきのさわとうげ

●御倉山
おぐらやま

新郷･五戸方面へ

十
和

田
方

面
へ

秋
田

方
面

へ
なかのうみ

　避難経路は、噴火口
から遠ざかる方向へ逃
げることが基本です。

休屋地区

秋田方面へ

宇樽部地区

新郷・五戸方面へ

子ノ口地区

十和田方面へ

（国道103号）
（秋田県道2号大館
　　　　　　　　　十和田湖線）

（国道454号　迷ヶ平方面）

（国道102号 奥入瀬渓流沿い）
（国道102号 青橅山付近）

（迷ヶ平方面)



９.避難経路(火口が中湖-冬期の場合)
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な か の う み

●休屋

●発荷峠
はっかとうげ

●宇樽部
うたるべ

子ノ口●
ねのくち

●和井内
わいない

やすみや

●御倉山
おぐらやま

●鉛山
なまりやま

●御鼻部山

おはなべやま

御門石●
ごもんいし

滝ノ沢峠
●

たきのさわとうげ

なかのうみ

秋
田

方
面

へ

×新郷･五戸方面閉鎖

十
和

田
方

面
へ

ポイント！

　 冬期は、閉鎖される
道路があり、避難経路
が限定されます。普段
から道路情報を確認し
ておきましょう。

休屋地区

秋田方面へ

宇樽部地区

子ノ口地区

十和田方面へ

（国道103号）

十和田方面へ

（国道102号 奥入瀬渓流沿い）

（国道102号 奥入瀬渓流沿い）

（迷ヶ平方面)



10.避難経路(火口が西側-冬期以外)
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●休屋

発荷峠●
はっかとうげ

●宇樽部

うたるべ

子ノ口●
ねのくち

●和井内
わいない

やすみや

●鉛山
なまりやま

●御鼻部山

おはなべやま

御門石●
ごもんいし

滝ノ沢峠
●

たきのさわとうげ

●御倉山
おぐらやま

十
和

田
方

面
へ

新郷･五戸方面へ

中湖
●

なかのうみ

ポイント！

休屋地区

宇樽部地区

子ノ口地区

十和田方面または　　
新郷・五戸方面へ

（国道102号 奥入瀬渓流沿い）

（国道454号　迷ヶ平方面）

（国道102号 奥入瀬渓流沿い）
（国道102号 青橅山付近）

（国道102号 青橅山付近）

十和田方面または　　
新郷・五戸方面へ

（国道454号　迷ヶ平方面）

（国道102号 奥入瀬渓流沿い）
（国道102号 青橅山付近）

×秋田方面　危険

（迷ヶ平方面)

十和田方面へ



11.避難経路(火口が西側-冬期の場合)
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休屋●

●発荷峠
はっかとうげ

●宇樽部
うたるべ

子ノ口●
ねのくち

●和井内
わいない

やすみや

●鉛山
なまりやま

●御鼻部山

おはなべやま

御門石●
ごもんいし

滝ノ沢峠
●

たきのさわとうげ

●御倉山
おぐらやま

×新郷･五戸方面閉鎖

×秋田方面　危険
十

和
田

方
面

へ

中湖
●

なかのうみ

ポイント！

　冬期の場合でも、西
側で噴火が起きたとき
は、秋田方面に逃げる
のは危険です。十和田
方面に避難しましょう。

休屋地区

十和田方面へ

宇樽部地区

十和田方面へ

子ノ口地区

（国道102号 奥入瀬渓流沿い）
十和田方面へ

（国道102号 奥入瀬渓流沿い）

（国道102号 奥入瀬渓流沿い）
（迷ヶ平方面)



12.避難経路(火口が東側-冬期以外)
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●休屋

●宇樽部
うたるべ

●発荷峠
はっかとうげ

子ノ口●
ねのくち

●和井内
わいない

やすみや

●鉛山
なまりやま

●御鼻部山

おはなべやま

御門石●
ごもんいし

滝ノ沢峠
●

たきのさわとうげ

御倉山●
おぐらやま

十
和

田
方

面
へ

秋
田

方
面

へ
中湖
●

なかのうみ

ポイント！

新郷･五戸方面へ

　避難経路は、噴火口
から遠ざかる方向へ逃
げることが基本です。

子ノ口地区

（国道102号 奥入瀬渓流沿い）
（国道102号 青橅山付近）

十和田方面へ

宇樽部地区

新郷・五戸方面へ
（国道454号　迷ヶ平方面）

休屋地区

秋田方面へ
（国道103号）

（迷ヶ平方面)
（秋田県道2号大館
　　　　　　　　　十和田湖線）



13.避難経路(火口が東側-冬期の場合)
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●休屋

●発荷峠
はっかとうげ

●宇樽部
うたるべ

子ノ口●
ねのくち

●和井内
わいない

やすみや

●鉛山
なまりやま

●御鼻部山
おはなべやま

御門石●
ごもんいし

滝ノ沢峠
●

たきのさわとうげ

御倉山●
おぐらやま

十
和

田
方

面
へ

秋
田

方
面

へ ×新郷･五戸方面閉鎖

中湖
●

なかのうみ

ポイント！

　 冬期は、閉鎖される
道路があり、避難経路
が限定されます。普段
から道路情報を確認し
ておきましょう。

子ノ口地区

（国道102号 奥入瀬渓流沿い）
十和田方面へ

休屋地区

秋田方面へ
（国道103号）

秋田方面へ
（国道103号）

宇樽部地区

（迷ヶ平方面)



14.小規模噴火の場合における十和田火山のタイムライン
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【　タイムラインの定義　】
タイムラインとは、災害発生前の猶予時間(前兆
段階)を利用して事前の防災行動を行い、人的
被害の防止を実現するもの。

タイムラインは、別名「事前の防災行動計画」と
いわれる。

※別冊のＡ３サイズタイムライン資料があります。
そちらをご覧ください。



避難促進施設とは

　　 　火山現象の影響範囲内に立地している施設で、噴火警報や避難指示等の

　　情報を伝え、施設利用者や観光客等を円滑かつ迅速に避難するため、避難を

　　呼びかけたり、避難誘導を行う施設です。

15.避難促進施設について
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対象施設
１．不特定多数の方が利用する施設
　　　宿泊施設（ホテル、旅館）、交通関係施設(停留所）、短時間滞在施設（土産屋、飲食店）、
　　　展望・休憩施設、屋外活動施設（キャンプ場）等
２．防災上の配慮を必要とする方が利用する施設
　　　要配慮者利用施設（学校、老人福祉施設、保育園）、医療機関（病院、診療所）等

避難促進施設に指定されると（市の地域防災計画への記載）

　　・市町村から火山活動に関する情報が伝達される。

　　・施設利用者が、噴火時等に円滑・迅速に避難するための「避難確保計画」

　　　を作成・公表し、市町村へ報告。

　　・避難確保計画に基づく訓練の実施と市町村への報告。

避難促進施設と避難確保計画について

　　・避難促進施設に指定する際は、事前に十分な協議を行います。

　　・「避難確保計画」の作成にあたっては、十和田市としても支援します。



16.避難所の開設
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避難所 住所 連絡先 面積 
(m2) 

収容人数
(人) 

旧地域包括支
援センター 

青森県十和田市大字
奥瀬字中平６１－６ 

  0176-
  51-6703 187 94 

西コミュニ
ティセンター 

青森県十和田市大字
奥瀬字中平７０－３ 

  0176-
  72-2311 462 231 

沢田悠学館
青森県十和田市大字
沢田字下洗２１－１

  0176-
  58-0186 765 383 

計　3か所  
 

1,414 708 

ポイント！ 休屋地区　 ：　81世帯（158人）
宇樽部地区：　33世帯（  71人）
全　　　体　 ：114世帯（229人）

　 長期避難に備えて 、十分なス
ペースは確保しています。避難指
示等が発令された際は 、迅速な
避難をしてください。

(令和5年3月31日現在)
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避難所までの各ルート（例）

休屋

西コミュニティセンター　　　
旧地域包括支援センター

沢田悠学館

宇樽部 新郷村役場

五戸町役場

十和田市役所

六戸町役場

三戸町役場

南部町役場

国
道

10
2号

国道454号
迷ヶ平方面

国道103号
秋田方面

(※冬期は閉鎖)

国道454号
国道103号



沢田悠学館（案内図）
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沢田悠学館



沢田悠学館（収容人数：383人)

20
（18畳）

（24畳）

炊事スペース



西コミュニティセンター（案内図）
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旧地域包括支援センター

西コミュニティセンター
旧地域包括支援センター



西コミュニティセンター（収容人数：231人)
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旧地域包括支援センター（案内図）

23

西コミュニティセンター

旧地域包括支援センター



旧地域包括支援センター（収容人数：94人)
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　行政からの避難情報の伝達、避難の呼びかけ
に応じ、避難を円滑に行いましょう。 
　住民及び地域の町会長等は、避難を円滑に
行うため、日頃から避難手段、避難経路、避難
場所を把握しておきましょう。
　避難の際の携行品は 、 あらかじめ準備してお
き、持病の治療薬等重要な医薬品は 、避難が
長期にわたる可能性も考え、十分な量を携行し
ておきましょう。

17.避難に際し、住民の皆さまにとってほしい行動①



17.避難に際し、住民の皆さまにとってほしい行動②
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 避難の前には、必ず暖房器具は消火を確認し、
ガスは元栓を閉め、電気はブレーカーを切るなど、
出火を防止しましょう。被災による漏水等も考え
られる場合は、水道の元栓も閉めましょう。
 避難する際の基本的な服装は、ヘルメット等の
頭部を保護するもの、動きやすい靴、防塵眼鏡、
マスクの着用を心掛けましょう。 
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どうする?  (噴火から身を守る : 自助) （参考資料1）
出典：青森県防災ハンドブック「あおもりおまもり手帳」平成30年9月発行より



どうする?  (備蓄食品を準備しよう : 自助)
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（参考資料2）
出典：青森県防災ハンドブック「あおもりおまもり手帳」平成30年9月発行より



どうする?  (生活用品 : 自助)
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（参考資料3）
出典：青森県防災ハンドブック「あおもりおまもり手帳」平成30年9月発行より
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どうする?  (非常時の持ち出し品 : 自助)

□ ホイッスル

（参考資料4）
出典：青森県防災ハンドブック「あおもりおまもり手帳」平成30年9月発行より
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（参考資料5）駒らん情報めーるに登録しよう！！
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～　ご清聴ありがとうございました　～


